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1 浜 田 市 の 概 要  

 

位 置 ・ 面 積 ・ 地 勢  

 浜 田 市 は 、県 西 部 の 日 本 海 を 望 む 位 置 に あ り 、東 西 46.4km、

南 北 28.1km、東 部 は 江 津 市 と 邑 南 町 、西 部 は 益 田 市 、南 部 は

広 島 県 に 隣 接 し て い ま す 。  

面 積 は 689.61Ｋ ㎡ で 、益 田 市 に 次 い で 島 根 県 で 2 番 目 に 広

い 面 積 を 有 し て い ま す 。 大 部 分 が 、 丘 陵 地 や 山 地 で 、 中 国 山

地 が 日 本 海 ま で 迫 り 、 切 り 立 っ た リ ア ス 式 地 形 と 砂 丘 海 岸 の

織 り 成 す 海 岸 線 は 、 優 れ た 自 然 景 観 と 天 然 の 良 港 を も た ら し

て い ま す 。  

本 市 に は 、 下 府 川 、 浜 田 川 、 周 布 川 、 三 隅 川 な ど の 主 要 河

川 が 流 れ て お り 、 水 源 に 恵 ま れ 、 河 川 の 下 流 域 に は 平 地 を 形

成 し 、 市 街 地 や 農 地 が 展 開 し て い ま す 。  

全 体 と し て ま と ま っ た 平 地 は 少 な い も の の 、 多 面 的 機 能 を

も つ 中 山 間 地 域 を は じ め と す る 豊 か な 自 然 に 恵 ま れ 、 国 土 の

保 全 や 地 下 水 の か ん 養 な ど 、 環 境 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い

ま す 。 ま た 、 二 酸 化 炭 素 を 吸 収 す る 森 林 面 積 の 占 め る 割 合 が

高 い と い う 特 徴 も あ り ま す 。  
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人 口  

当 市 の 人 口 は 、島 根 県 で 3 番 目 に 多 い 60,636 人 で あ り 、世

帯 数 は 26,320 世 帯 と な っ て い ま す 。（ 平 成 21 年 4 月 1 日 現 在 ） 

昭 和 35 年 以 降 、若 年 層 を 中 心 に 人 口 流 出 が 続 き 年 々 減 少 し

て い ま す 。特 に 、30 年 代 後 半 か ら 始 ま っ た 高 度 経 済 成 長 期 に 、

大 企 業 及 び 工 場 等 が 集 積 す る 京 阪 神 工 業 地 帯 を 中 心 に 人 口 の

流 出 が 進 み 、昭 和 30 年 か ら 平 成 17 年 ま で の 50 年 間 で 28,449

人 が 減 少 し 、 減 少 率 は 31.1％ と な っ て い ま す 。  

本 市 に お い て は 過 疎 化 に 加 え 、 少 子 化 、 高 齢 化 が 急 速 に 進

展 し て い ま す 。 過 疎 化 の 要 因 と し て は 、 自 然 的 要 因 の 他 、 雇

用 機 会 の 不 足 、 生 活 環 境 整 備 の 遅 れ な ど が 考 え ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,00080,00090,000100,000人口・世帯数

00.511.522.533.544.55一世帯人員

人口 91,495 89,472 79,822 73,592 72,253 72,130 72,529 69,411 68,103 65,463 63,046世帯数 19,786 21,262 20,917 21,040 21,742 22,440 23,470 23,134 24,328 24,724 25,023一世帯人員 4.6 4.2 3.8 3.5 3.3 3.2 3.1 3 2.8 2.6 2.5昭和30 昭和35 昭和40 昭和45 昭和50 昭和55 昭和60 平成2 平成7 平成12 平成17国政調査より  
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気 候   

日 本 海 型 気 候 に 属 し て い ま す が 、 対 馬 暖 流 の 影 響 に よ り 、

年 間 平 均 気 温 15.7℃ （ 平 成 20 年 度 ） と 、 島 根 県 の な か で は

比 較 的 温 暖 で す 。  

ま た 、 日 照 時 間 が 長 く 、 冬 季 の 積 雪 も 少 な い な ど 、 自 然 環

境 や 居 住 条件に 恵 ま れ た 地 域 で す 。  

   

 ℃  １ 月  ２ 月  ３ 月  ４ 月  ５ 月  ６ 月  島根県 3 . 6 2 . 5 6 . 7 1 2 . 1 1 6 . 6 2 0浜 田  6 . 2 5 . 2 9 1 3 . 2 1 7 . 3 2 0 . 6 ７ 月  ８ 月  ９ 月  １０月 １１月 １２月 島根県 2 6 . 2 2 5 . 5 2 2 . 1 1 6 . 7 9 . 8 6 . 4浜 田  2 7 2 6 . 5 2 3 . 1 1 8 . 5 1 2 . 7 9 . 1
        資料：松江地方気象台「島根県の気象」Ｈ20

 

 

交 通  

交 通 は 、 国 道 ９ 号 と Ｊ Ｒ 山 陰 本 線 が 並 行 し て 東 西 に 伸 び 、

広 島 県 に向けて は 、 中 国横断自 動車道広 島 浜 田 線 や 国道 1 8 6

号のほか 、主 要 地方道浜 田八重 可部 線 、浜 田美 都線 、浜 田作

木線 が 整 備され て い ま す 。  

さら に 、現 在 、浜 田・三 隅道路の建 設工事が 進 ん で い ま す 。  

公共交通機関は 、ＪＲ山陰本 線 と民間バス のほ か 、市営バ

ス と交通空白地 帯 に新交通シス テムを運行し て い ま す 。  

ま た 、 浜 田 港 と 三 隅 港 の重要 港

湾を 有 す る と と も に 、 隣 接 す る 益

田 市 に は 、萩・ 石見空港 が 整 備 さ

れ て お り 、 環 日 本 海 地 域 に おけ る

陸・海・空の交 通拠点と し て の 位

置づけが 高 ま っ て い ま す 。  

島根県全体と浜田の月別平均気温
05101520

2530
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月

℃
島根県 浜田
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農 業  

平 成 17 年 の 農家 数 は 3， 3 07 戸で あ り 、 平 成 7 年 の 4,090

戸と 比べる と 、 10 年 間 で約 1 9％ 減 少 し て い ま す 。  

兼業 農家に よ る 水 田 農 業 が 中 心 で あ り 、コシヒカ リ の栽培

割 合 が 高 く 、気 象条件や 立 地 条 件な ど に よ る 収 量・品質・規

格の統一が難し い 現状が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

当 市 は 、兼業 農 業 に よ る 水 田 農 業 が 中 心 で す 。基幹作物で

あ る 水稲に つ い て は 、全 国 的 に米 消費が 減 少傾向 で推移す る

な か 、米価低迷、生産調整 に よ る 作付面 積 の 現象 お よ び肥料

等 の 高騰に よ る 生産コストの増 加 な ど の た め 、生 産額と 農家

所得は低下 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

（農林業センサス調べ）
05,00010,00015,00020,00025,000

昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年
農家（戸） 農業職業人口（人）

水稲作付面積（ha）、水稲販売数量の推移（ｔ）
01,0002,0003,0004,000

面積（ha） 1,234 1,280 1,266 1,229 1,202販売数量（ｔ） 3,450 3,050 3,092 3,031 3,349H16 H17 H18 H19 H20
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林 業  

本 市 の 森 林 面 積 は 56,049 ha で 、 林野率 は 81.3％ で す 。そ

の うち民有 林 は 54,220 ha で 、 スギ を 主 体 と し た民 有 林 の 人

工 林 率 は 26.2％ と な っ て い ま す 。  

人 工 林 の 齢級配 置 を み る と 、8 齢 級以 下 の 林 分 が 77.6％ と

大 半 を 占 め て お り 、これ ら の 要 保 育森 林 の 整 備 を 適正に推進

し て い くこと が 課題で す 。  

本 市 に おける 林 業 の歴史は浅く 、人 工 林 のほと ん ど は戦後

行なわれ た も の で す 。その造林 に つ い て も 、木材価 格の低迷、

林 業 労 働 者 の 高 齢 化 、 不 足 等 に よ り 、 年 々 減 少 傾 向 に あ り 、

地 域木材の利用 促進 な ど計画的 な 森 林 整 備 に努 め る必要 が

あ り ま す 。  

    

    

商 業  

市内商業 地 は 、平 成 3 年 12 月 の 浜 田 自動車道の 開 通後 、郊

外型 大 型店 舗 や コン ビ ニエ ン ス トア 等 の 進 出 、 後継 者 不 足 等

に よ る 以前 の よ う な 賑 わい が な く な り 、 中 心 市 街 地 の 魅力が

薄れ 、 空き 店 舗 の増 加 や商 業 機 能 の 衰 退が 進 ん で い る 現状に

あ り ま す 。  

今 後 は 、 市 街 地 の 都 市 機 能 の 集 積 を 重 点 的 に 進 め る こ と に

よ り コ ンパ ク ト で賑 わ い あ ふ れ る ま ち づく り を 進 め て い くこ

と が必要 で す 。  

 事業所数、従事者数及び商品販売額等   H3 . 7 . 1  H 6 . 7 . 1  H 9 . 7 . 1  H 1 1 . 7 . 1  H 1 4 . 6 . 1  H 1 6 . 6 . 1  H 1 9 . 6 . 1  事業所数（件） 1 , 6 8 0 1 , 5 3 7 1 , 3 6 3 1 , 3 6 1 1 , 2 3 3  1 , 1 5 9 1 , 0 3 4従業者数（人） 7 , 1 6 1 7 , 0 3 2 6 , 6 0 9 6 , 8 1 0 6 , 6 8 0  6 , 0 7 3 5 , 7 2 6年間商品 販売額（万円） 19,800,110 19,637,971 18,255,745 17,103,270 15,549,621 14,949,873 13,007,286平 成１９年 については島 根 県 速報 値 平 成１６年 以 前については合 併 前 旧 市 町村 の数 値の合 計  （商 業統 計 調 査より）
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工 業  

 浜 田 市 に は 、 全 国 に 誇れ る 水 産加 工 品や 工 業 製品 も 数 多 く

あ り ま す が 、 若 年労 働 者の 県 外 流 出 に よ る 後 継 者不 足 やＩＴ

活 用 等 の戦 略 的 な情 報 発信 不 足 に よ り 、販 路 の 拡大 が 大 き く

見込 め な い 現 状 と な っ て お り 、 後継 者 の指 導 、 経営 感 覚の醸

成 、マーケティ ング等 の 人材育 成 が課題と な っ て い ま す 。  

   

 

 

 

 工業事業者数及工業事業者数及工業事業者数及工業事業者数及びびびび従業者数従業者数従業者数従業者数のののの推移推移推移推移
050100

150200250
H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年

件
3,4003,5003,6003,7003,8003,9004,0004,1004,200人

工業事業所数（件） 従業者数（人）
 

工業事業所数、従事者数及び製造品出荷額等       H 1 3  H14  H15  H16  H17  H18  H19  工業事業所数 191 17 8 1 8 3  1 6 4 1 6 3 1 5 9 1 5 9  従業者数（人） 4 , 1 3 8 3 , 9 8 0 3 , 9 4 6  3 , 8 2 9 3 , 6 4 7 3 , 7 3 6 3 , 7 3 9  製造品出荷額 （万円） 6,742,606 6,324,281 6,360,332 6,599,723 6,517,978 6,777,921 7,195,443 平成 16 年以前は合併前急市町村の数値の合計  （工業統計調査【調査日 12 月 31 日】より）
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水 産 業  

平 成 20 年 度 の 水 揚げ量は 対前年 度 比 で 3.5％ の 減 、水揚金

額は 対前年 度 比 で 1.6％ の 減 と な っ て い ま す 。  

資源 の 枯渇 、 担 い手 の 高 齢 化 や 後継 者 不 足 な ど 水産 業 を 取

り巻 く 環 境 は 依 然 と し て非 常 に 厳し い 環 境 に あ り ま す が 、こ

う し た 現状 を 改 善す る た め に 引 き 続 き 県外 船 の 誘致 や 栽培漁

業 の 推 進 、 漁 場 の造 成 な ど に よ り漁 業 資源 の 確 保 に 努 め 、 水

産業 の振興を図 る必要 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水揚量水揚量水揚量水揚量とととと水揚金額水揚金額水揚金額水揚金額のののの推移推移推移推移

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000180,000200,000

昭和３５年昭和３９年昭和４３年昭和４７年昭和５１年昭和５５年昭和５９年昭和６３年平成２年平成６年平成１０年平成１４年平成１７年平成２０年

ｔ

02,0004,0006,0008,00010,00012,000百万円

水揚漁（t） 水揚金額（百万円）
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一 般 廃 棄 物 の 処 理 状 況  

本 市 の 一 般 廃 棄 物 の 総 排 出 量 は 、 近 年 、 全 体 的 に 減 少 傾向

に あ り ま す 。  

し か し 、 現 在 の 経 済 社 会 活 動 に お い て は 、 廃 棄 型 の 多 様化

に伴 う 処理 の困 難化 、 不適 正な 処理 に よ る 環 境 負荷 の 増大 や

最終処分 場 の 不 足 な ど の問題が 起き て い ま す 。  

平 成 20 年 度 の 、総排出量は 22,050ｔ（ うち資源ご み 3,911

ｔ） で 、 市民 1 人 1 日 当 た り の 平 均排出量は約 9 96ｇと な っ

て い ま す 。  

 

  
 

    

    

    

二 酸 化 炭 素 排 出 量  

 平 成 17( 2 00 5)年 度 の 浜 田 市 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 は 、 平 成

2( 19 9 0)年 度 と 比 較 す る と 、28.9％ 増加 し て い ま す 。この うち

民生 業務部門 で 53.2％増加 、民生家庭部門で 42.9％増加 と 2

つ の 部門で 大 き く増加 し て い ま す 。  

 

単 位  （ 千 ｔ -CO2 /％ ） 1990 年     2000 年     2005 年     増 加 率  （ 2005 / 19 90）     産 業 部 門  76  91  97  127 . 9  民 生 業 務 部 門  79  113  122  153 . 2  民 生 家 庭 部 門  123  163  175  142 . 9  運 輸 部 門  126  140  127  100 . 5  合 計  404  507  521  128 . 9  
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浜 田 市 の 花 ・ 木 ・ 魚  

平 成 21 年 10 月 1 日 に制定され た 、浜 田 市 の花・木・魚は 、

「つ つ じ」・「さ く ら」・「の どぐ ろ」で す 。  

つ つ じ は 、 市 内 に 広 く 植え ら れ て お り 、春 の 開 花期 に 一 斉

に咲 き そろ う 様 子 は 、 春爛 漫 の 浜 田 の 景色 を 印 象づ け る も の

と な っ て い ま す 。種 類 も 多 く 、 栽培 、 普及 が 容 易で あ ること

か ら も 多 く の 市 民に親し ま れ て い ま す 。  

さく ら は 、 市 内 各所 で 多 数 植 栽 され て い る と と も に 、 山 々

に は 野 生種 も 点 在 し 、 花の 時 期 に は そ れぞ れ に 風情 の あ る姿

で 多 く の 市 民 の 目 を 楽 し ま せ て い ま す 。 三 隅 町 内数 ヶ 所に 、

町内 外 の 多 く の 人 々 に 愛さ れ る 「一 本 桜」 の 大 樹が 存 在 し て

い ること も 特 徴 的 で す 。  

の ど ぐ ろは 、 古 く か ら 地 域 で 親 し ま れ て い る と と も に 、 近

年 は「ど んちっち 三魚」（ アジ・カ レイ・の どぐろ）の 1 つ と

し て ブ ラン ド 化 され 、 浜 田 を 代 表す る 魚と し て 全 国 的 な知名

度 も上が っ て い ま す 。市民に と っ て も 、「味 の よさ 」と「高級

感」か ら 人 気 の 高 い魚で す 。  
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2 環 境 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

〈 市  民 〉  

調 査 の 概 要  

 

（ 1） 調 査 の 目 的  

       環 境問 題 な ど に 関 す る 市 民の 考 え 方や 意 識を 把 握 し 、

「第 2 次  浜 田 市 環 境基本計画」策 定の基礎資料と す る 。 

 

（ 2） 調 査 対 象  

       市内在 住 者   1 ,5 0 0 人   （無作為抽出 ）  

       〈浜 田  1,026・金城  10 9・旭  1 0 0・弥栄  10 0・三 隅  165〉 

 

（ 3） 調 査 内 容  

       調査内容の設定にあたっては、第 1 次浜田市環境基本計

画（平成 12 年 5 月策定）策定時に実施した調査と同じ内容

とし、市民意識の変化を計画に反映するものとする。 

 

     ①   回答者 の 属性  

     ②   関心 の あ る 環 境問題に つ い て  

     ③   自宅周 辺の 環 境 に 対 す る満足 度 に つ い て  

     ④   行政に 実施し てほし い 環 境施策に つ い て  

     ⑤   回答者 の 環 境問題への 取組み に つ い て  

     ⑥   自由意 見  

 

（ 4） 調 査 期 間  

       平 成 18 年 9 月 20 日  ～  平 成 18 年 10 月 10 日  

 

（ 5） 調 査 方 法  

       郵送に よ る配布・回収  

 

（ 6） 回 収 方 法  

     ①   回収 数   684 人  

     ②   回収 率   45.6％  
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問１．  年  齢  

 

■  年 齢年 齢年 齢年 齢 はははは 、「、「、「、「 70707070 歳 以 上歳 以 上歳 以 上歳 以 上 」」」」 がががが 3333 分分分分 のののの 1111 以 上以 上以 上以 上     

 回答者の 年 齢 は 、70 歳以上が 34.5％ 、60 歳代 が 21.9％ と 、

60 歳以上が 半 数 以上を 占 め て い る 。一方で 、30 歳代 は 8.2％ 、

20 歳代 は 3.4％ と 少 な く な っ て い る 。  3.4% 8.2% 11.4%
20.2%21.9%

34.5% 0.4% 20歳代30歳代40歳代50歳代60歳代70歳以上無回答
 

地区別に見て み る と 、浜 田 地区 以 外の 全 て の 地 域 で 60 歳以

上が 60％ を越 え て お り 、 特 に 弥 栄 地 区 は 80%を 越 え て い る 。 

 

 

 

問 ２ ．  性  別  

66.4%
32.2% 1.5% 男性女性無回答

 



 108 

問 ３ ．  職  業  15.5%
25.1%7.9%0.7%8.9%

31.1%
9.4% 1.3% 自営業会社員公務員学生主婦無職その他無回答

 

地区 別 に見 て み る と 、 金城 、 旭 、弥 栄 は 会 社 員 よ り も 自 営

業 が 多 く 、 特 に 弥栄は 、 自営業 が 38.7 %、 会社員 が 6.5%と 大

き く 開 い て い る 。  

上記以外の項目 に関し て は 大 き な差は見ら れ な か っ た 。  

 

 

 

 

問 ４ ．  現 住 所  

70.3%6.9%7.2%4.5%
10.4% 0.7% 浜田金城旭弥栄三隅無回答
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問 ５ ．  自 宅 周 辺 の 状 況  

49.3%
10.2%1.3%22.8%

15.8% 0.6% 住宅地商店・住宅の混在地域工場・住宅の混在地域山林が多い地域田畑が多い地域無回答
 

地区 別 に見 て み る と 、 浜 田 地 区 は 住 宅 地 （ 混 在 地 域 含 む ）

が 77%と 、 4 分 の 3 以上と な っ て い る 。  

一方 で 金城 、 旭 、弥 栄 に お い て は 、 山 林・ 田 畑 が 多 い 地 域

が各地区と も 約 9 0%と 、非常に 多 く な っ て い る 。  

 

 

 

問 ６ ．  居 住 年 数  14.0% 9.8%13.3%24.0%17.3%
21.2% 0.4% 5年未満5～10年11～20年21～40年41～60年60年以上無回答

 

 地 区 別に 見 て み る と 、旭 や 弥 栄な ど は 高 齢 者 の方 が 多 い た

め か 、居 住 年 数 が 長 い傾向に あ り 、特 に旭で は 、居 住 年 数 60

年 以上の回答が 半 数 に近い 44.9%と な っ て い る 。  
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問 ７ ．  関 心 が あ る 環 境 問 題  

■■■■ 特特特特 にににに 関 心関 心関 心関 心 をををを 持持持持 た れ て い るた れ て い るた れ て い るた れ て い る 環 境 問 題環 境 問 題環 境 問 題環 境 問 題 はははは「「「「 ご みご みご みご み 問 題問 題問 題問 題 」」」」やややや「「「「 水 質 汚 濁水 質 汚 濁水 質 汚 濁水 質 汚 濁 」」」」    

    関心 が あ る 環 境問題に つ い て たずねた ところ 、「大 い に関心

が あ る」が 多 か っ た の は「ごみ 問題」の 32.5％ 、「水質汚濁 」

の 32.3％ と な っ て お り 、 特 に「 ごみ問題」は「 関心 が あ る」

を含め る と 、 7 割 以上と な っ て い る 。  

 「ア スベストや ダイオキシン類」や「土壌汚染・地 盤沈下」

に関 し て は 、 2 割 以 上 が「 関 心 は あ る が内 容 に つ い て は よ く

分 か ら な い」と な っ て い る 。  28.1%32.3%25.7%20.9%18.0% 32.5%19.3%26.5%24.9%24.4%19.0%20.0%19.7%

34.5%34.8%34.1%33.6%29.5% 38.7%34.9% 35.1%34.8%31.6%32.0%33.8%31.7%

14.6%11.5%13.6%15.6%20.9% 6.4%16.8% 17.4%16.1%19.3%19.3%12.3%22.7%

6.1%9.1%8.3%
8.8%
8.2%9.6%12.3%

18.9%19.2%20.5%20.8%23.2%19.4%20.2%18.6%20.9%16.5%20.0%21.6%20.8%

3.9%2.2%
2.9%
2.5%3.4%

5.1%0% 50% 100%

大気汚染水質汚濁悪臭騒音・振動土壌汚染・地盤沈下ごみ問題風害・日照問題電波障害地球環境の悪化自然破壊農地の荒廃空き家・空き地の放置愛玩動物の飼い方アスベストやダイオキシン類

大いに関心がある 関心がある 関心はあるが内容についてはよく分からない 関心はない 無回答
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問 ８ ．  自 宅 周 辺 の 環 境 に 対 す る 満 足 度  

■■■■ 満 足満 足満 足満 足 がががが 最最最最 もももも 多多多多 い の はい の はい の はい の は「「「「 空 気空 気空 気空 気 の き れ い さの き れ い さの き れ い さの き れ い さ 」、」、」、」、不 満不 満不 満不 満 がががが 最最最最 もももも 多多多多 い のい のい のい の

はははは 「「「「 公 園公 園公 園公 園 やややや 商 店商 店商 店商 店 やややや 公 共 施 設公 共 施 設公 共 施 設公 共 施 設 のののの 配 置配 置配 置配 置 のののの 便 利便 利便 利便 利 ささささ 」」」」     

「満足」と「や や 満足」を 合わせた 割 合 を見る と 、「 空気 の

き れ いさ」が 58.7％ と 半 数 を超え て お り 、次 い で「周辺の静

けさ」が 41.3％ 、「自 然 景 観 の美 しさ」が 36.3％ と な っ て い

る 。  

「不満」と「や や 不満」を 合わせた 割 合 を見る と 、「 公園や

商店 や 公共 施 設 の配 置 の便 利 さ 」 が 42.0％ 、「 道路 ・ 街路 の

快適さ」が 36.1％ と 高 く な っ て い る 。  38.7%10.7%15.2%17.7%11.1%22.4%9.1%
12.0%

20.0%18.4%13.9%18.6%18.6% 18.9%16.1%10.1%10.4% 14.3%6.3%6.7%

28.5%35.8% 49.3%42.3%40.4% 37.1%43.9%30.8%37.3% 47.7%57.0%52.6%55.3%

18.1% 6.4%8.3%14.5%8.8%15.4%27.5%25.1% 12.0%11.8%18.1%18.9%

14.5%11.0%
6.1%

9.4%11.8%13.3%11.3%12.1%9.5%11.8%11.7%11.7%10.2%15.9%14.5%15.1%

5.4%4.5%
4.5%1.9%1.2% 5.1%

2.3% 1.0%5.1%1.9%1.9%3.4%3.4%3.8%
3.8%4.4%

4.5%0% 50% 100%

空気のきれいさ海や川のきれいさ水辺とのふれあい野山の野鳥・昆虫とのふれあい自然景観の美しさ周辺の清潔さ周辺の静けさ地域の安全性や防犯性公園や商店や公共施設の配置の便利さ道路・街路の快適さ家庭ごみの収集処理の仕方事業者の産業廃棄物の処理方法行政の環境問題への施策展開市民・事業者の環境問題

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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問 ９ ．  行 政 （ 浜 田 市 ） に 特 に 実 施 し て ほ し い 環 境 施 策  

■■■■ 行 政行 政行 政行 政 にににに 最最最最 もももも 実 施実 施実 施実 施 し て ほ し いし て ほ し いし て ほ し いし て ほ し い 環 境 政 策環 境 政 策環 境 政 策環 境 政 策 はははは「「「「 身 近身 近身 近身 近 なななな 環 境環 境環 境環 境 のののの 向 上向 上向 上向 上 」」」」    

    行政 （ 浜 田 市 ） に 特 に実 施 し てほ し い 環 境 施 策を た ずねた

とこ ろ 、最 も 多 か っ た の は 「 身 近な 環 境 の 向 上 」で 、 全 体 の

4 分 の 1 以上を 占 め て お り 、次 い で「ごみ処理 方 法の 高 度 化」

が 11.4％ 、「水質 の浄化」が 11.1％ な ど と な っ て い る 。  

 逆に「自 然 環 境 の 保 全」が 2.0％ と最も 少 な く 、次 い で「地

球環 境規模への 取り組み」が 3.9％ 、「環 境情 報の 提供や支援」

が 4.2％ な ど と な っ て い る 。  25.7%11.4%11.1%9.6%8.3%7.6%7.3%4.2%3.9%2.0% 8.6%0% 10% 20% 30%

身近な環境の向上ごみ処理方法の高度化水質の浄化温暖化対策の推進公害の防止良好な景観づくり環境学習の推進環境情報の提供や支援地球環境規模への取り組み自然環境の保全無回答
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問 10．  現 在 環 境 に 配 慮 し て 実 行 し て い る こ と （ 複 数 回 答 ）  

■■■■ 環 境環 境環 境環 境 にににに 配 慮配 慮配 慮配 慮 し てし てし てし て 実 行実 行実 行実 行 し て い る こ と はし て い る こ と はし て い る こ と はし て い る こ と は「「「「 水 質 浄 化水 質 浄 化水 質 浄 化水 質 浄 化 にににに 配 慮配 慮配 慮配 慮 」、「」、「」、「」、「 エエエエ

ネ ル ギ ーネ ル ギ ーネ ル ギ ーネ ル ギ ー のののの 節 約節 約節 約節 約 にににに 配 慮配 慮配 慮配 慮 」」」」 がががが 半 数 以 上半 数 以 上半 数 以 上半 数 以 上     

 現 在 環 境 に 配 慮し て 実行 し て い る こ と を た ず ねた と ころ、

「水質浄化 に配 慮」が 65.2％ と最も 多 く 、次 い で「エネルギ

ーの節約に配慮 」が 59.2％ 、「ごみ の 減量化 に配慮 」が 38.9％

な ど と な っ て い る 。  65.2%59.2%38.9%37.0%30.8%3.4%0% 20% 40% 60% 80%

水質浄化に配慮エネルギーの節約に配慮ごみの減量化に配慮大気汚染に配慮環境美化に配慮その他
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〈 事 業 者 〉  

調 査 の 概 要  

 

（ 1） 調 査 の 目 的  

       環 境問題な ど に関す る事業者の 考 え方や意識を把握し 、

「第 2 次  浜田市環境基本計画」策定の基礎資料とする。 

 

（ 2） 調 査 対 象  

       市内在 住 者   5 00 事業所  

 （事業所・企 業 統計調査リ スト か ら無作為抽出 ）  

          〈浜 田  382・金城  4 5・旭  18・弥栄  1 4・三 隅  41〉 

 

（ 3） 調 査 内 容  

       調査内容の設定にあたっては、第 1 次浜田市環境基本計画

（平成 12 年 5 月策定）策定時に実施した調査と同じ内容と

し、市民意識の変化を計画に反映するものとする。 

 

     ①   回答事 業所の 属性  

     ②   関心 の あ る 環 境問題に つ い て  

     ③   事業所 周辺の 環 境 に 対 す る満足 度 に つ い て  

     ④   行政に 実施し てほし い 環 境施策に つ い て  

     ⑤   回答事 業所の 環 境問題 への取組み に つ い て  

     ⑥   自由意 見  

 

（ 4） 調 査 期 間  

       平 成 18 年 10 月 30 日  ～  平 成 18 年 11 月 30 日  

 

（ 5） 調 査 方 法  

       郵送に よ る配布・回収  

 

（ 6） 回 収 方 法  

     ①   回収 数   227 事業所  

     ②   回収 率   45.4％  
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問 １ ．  業  種  6.0% 7.8% 6.9%8.3%2.8%4.1%3.7%36.4%
23.5% 0.5% 農林業・漁業・畜産業食品製造業土木建築業その他製造業卸売業小売業運輸・運送業サービス業その他無回答

 

 

 

 

 

問 ２ ．  従 業 員 規 模  

33.9%
23.8%24.2%

12.3% 5.3%0.4% 1～10人11～20人21～50人51～100人100人以上無回答
 

 



 116 

問 ３ ．  都 市 計 画 用 途 地 域 区 分  0.9% 6.2% 12.8% 5.7%2.6%3.1%11.9%56.8%
第1種、第2種・第2中高層住居専用地域第1種・第2種住居地域近隣商業・商業地域準工業地域工業地域都市計画区域内無指定地域都市計画区域外わからない

 

 

 

 

 

問 ４ ．  所 在 地  

73.1%
8.8%4.4%4.0%

9.3% 0.4% 浜田自治区金城自治区旭自治区弥栄自治区三隅自治区無回答
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問 ５ ．  事 業 所 周 辺 の 状 況  

22.9%

35.7%11.9%
17.6%

10.1% 1.8% 住宅地商店・住宅が混在している地域工場・住宅が混在している地域山林が多い地域田畑が多い地域無回答
 

 

 

 

問 ６ ．  所 在 地 で の 操 業 年 数  5.7% 9.7%

45.4%22.9%
13.2% 1.3%1.8% 5年未満5～10年11～30年31～50年51～100年100年以上無回答
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問 ７ ．  関 心 が あ る 環 境 問 題  

■■■■ 特特特特 にににに 関関関関 心心心心 をををを 持持持持 た れ て い るた れ て い るた れ て い るた れ て い る 環 境 問 題環 境 問 題環 境 問 題環 境 問 題 はははは「「「「 ご みご みご みご み 問 題問 題問 題問 題 」」」」やややや「「「「 水 質 汚 濁水 質 汚 濁水 質 汚 濁水 質 汚 濁 」」」」    

 関 心 が あ る 環 境 問 題 を た ず ね た と こ ろ 、「 大 い に 関 心 が あ

る」に つ い て 、「 ごみ問題」が 41.9%と最も 多 く 、 次 い で「水

質汚濁」が 39.2 %、「地球環 境 の 悪 化」と「自 然破壊 」が 31.7%

と な っ て い る 。  

 全 て の項目 に お い て 、「大 い に 関心 が あ る」と「 関心 が あ る」

を 合わせた 割 合 が 半 数 を超え て お り 、「ごみ問 題 」と「水質汚

濁」に つ い て は 8 割 を超え て い る 。  28.2%39.2%28.6%21.1%19.8% 41.9%14.5% 31.7%31.7%20.3%17.6%18.9%23.3%

46.7% 41.9%45.8%48.0%44.1% 44.5%40.5% 41.4%39.6%34.8%35.2%36.6%40.5%

17.2%11.5%13.2%16.3%23.8% 7.9%29.1% 18.5%21.6%30.8%28.6%24.7% 26.9%
10.6%12.8% 7.9%

1.8%5.7%7.0%6.2%
1.3%3.1%

7.9%1.8%2.2%5.7%
2.6%

4.0%6.6%
7.5%6.2%
6.2%4.8%

7.9%6.6%4.8%8.4%
6.6%7.0%0% 50% 100%

大気汚染水質汚濁悪臭騒音・振動土壌汚染・地盤沈下ごみ問題風害・日照問題・電波障害地球環境の悪化自然破壊農地の荒廃空き家・空き地の放置愛玩動物の飼い方環境ホルモンやダイオキシン類

大いに関心がある 関心がある 関心はあるが内容についてはよく分からない 関心はない 無回答
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問 ８ ．  事 業 所 周 辺 の 環 境 に 対 す る 満 足 度  

■■■■ 満 足満 足満 足満 足 がががが 最最最最 もももも 多多多多 い の はい の はい の はい の は「「「「 空 気空 気空 気空 気 の き れ い さの き れ い さの き れ い さの き れ い さ 」、」、」、」、不 満不 満不 満不 満 がががが 最最最最 もももも 多多多多 い のい のい のい の

はははは 「「「「 公 園公 園公 園公 園 やややや 商 店商 店商 店商 店 やややや 公 共公 共公 共公 共 施 設施 設施 設施 設 のののの 配 置配 置配 置配 置 のののの 便 利便 利便 利便 利 ささささ 」」」」     

 「満足」と「や や満足」を 合わせ た 割 合 を見る と 、「空気 の

き れ いさ」が 53.7%と最も 多 く 、次 い で「自 然 景 観 の美しさ」

が 41.4%、「周 辺 の静けさ」が 40.9%と な っ て い る 。  

 一 方 で「 不 満 」と 「 や や 不 満 」を 合 わせ た 割 合 を 見 る と 、

「公園や商店や 公共施設の配置 の便利さ」が 38.3%、「道路・

街路の快適さ 」が 36.1%と 3 分 の 1 以上と な っ て お り 、「行政

の 環 境問題への 施策展 開」が 27.7%な ど 、2 割 を超 え る意見も

多 く見ら れ る 。  33.0%15.4%16.3%18.5%11.0%19.8%11.0%

20.7%16.3%14.5%22.9%20.7% 21.1%20.3%12.3%9.7%13.2%11.5%9.3%8.8%

39.2%46.7%59.0%46.3%48.5% 47.6%50.2%42.7%48.0% 54.2%59.5%58.1%62.6%

15.0%
9.3%16.7%9.3%15.0%29.5%28.6%19.4%14.5%19.8%18.9%

8.8%7.5%
7.9%1.8%

4.4%4.0%4.4%5.3%2.2%

4.4%
7.0%

1.3%4.0%0.0%1.3%1.8%0.9%2.2%
4.8%
5.7%
6.6%

1.3%2.6%3.1%1.8%1.3%1.3%1.3%2.2%2.2%4.0%2.6%2.6%2.2%0% 50% 100%

空気のきれいさ海や川のきれいさ水辺とのふれあい野山や野鳥・昆虫とのふれあい自然景観の美しさ周辺の清潔さ周辺の静けさ地域の安全性や防犯性公園や商店や公共施設の配置の便利さ道路・街路の快適さ家庭ごみの収集処理の仕方事業者の産業廃棄物の処理方法行政の環境問題への施策展開市民・事業者の環境問題への取組み

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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問 ９ ．  行 政 （ 浜 田 市 ） に 特 に 実 施 し て ほ し い 環 境 施 策  

■■■■ 特特特特 にににに 実 施実 施実 施実 施 し て ほ しし て ほ しし て ほ しし て ほ し いいいい 環 境 施 策環 境 施 策環 境 施 策環 境 施 策 はははは「「「「 身 近身 近身 近身 近 なななな 環 境環 境環 境環 境 のののの 向 上向 上向 上向 上 」」」」とととと「「「「 ごごごご

みみみみ 処 理 方 法処 理 方 法処 理 方 法処 理 方 法 のののの 高 度 化高 度 化高 度 化高 度 化 」」」」     

 行 政 （ 浜 田 市 ） に 特 に実 施 し てほ し い 環 境 施 策を た ずねた

ところ、「 身近な 環 境 の向上」と「 ごみ処理方法の 高 度 化」が

共に 18.1 %と最も 多 く 、次 い で「良 好な 景 観づく り」が 14.5%、

「水質の浄化」 が 10.1%な ど と な っ て い る 。  

 18.1%18.1%14.5%10.1%8.4%7.9%7.0%6.6%2.2%1.8% 5.3%0% 10% 20%

身近な環境の向上ごみ処理方法の高度化良好な景観づくり水質の浄化環境学習の推進ネットワークづくりの支援公害の防止地球温暖化対策の推進自然環境の保全地球環境規模への取組み無回答
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問 10． 現 在 、環 境 に 配 慮 し て 実 行 し て い る こ と（ 複 数 回 答 ） 

■■■■ 環 境環 境環 境環 境 にににに 配 慮配 慮配 慮配 慮 し てし てし てし て 実 行実 行実 行実 行 し て い る こ と でし て い る こ と でし て い る こ と でし て い る こ と で 多多多多 い の はい の はい の はい の は 「「「「 エ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ーエ ネ ル ギ ー

のののの 節 約節 約節 約節 約 にににに 配 慮配 慮配 慮配 慮 」」」」     

 環 境 に配 慮 し て実 行 し て い る こと を たず ね た とこ ろ 、最も

多 か っ た の は 「 エネ ル ギ ーの 節 約に 配 慮 」 の 65.6%で あ り 、

次 い で「ごみ の 減量化 に配慮」 が 44.9%、「大 気 汚染に配慮」

が 30.8%な ど と な っ て い る 。  

 65.6%44.9%30.8%30.0%27.8%5.7%0.4%0% 40% 80%

エネルギーの節約に配慮ごみの減量化に配慮大気汚染に配慮環境美化に配慮水質浄化に配慮環境全体に配慮その他
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3 市 民 意 見 （ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト ） の 概 要  

 

 

1 政 策 等 の 案 の 名 称  ：  浜 田 市 環 境基本計画（ 案）  

2 意 見 の 提 出 期 間  ：   

平 成 21 年 11 月 1 日（ 日 ）～  平 成 21 年 11 月 30 日（ 月 ） 

3 提 出 件 数  ：  7 件（ 5 名）  〈メ ール  3 名・窓口 持参 2 名〉 

4 意 見 の 処 理 状 況  

（ 1） 計画に反映 す る も の                      2 件  

      （ 2） 既に計画に反映し て い る も の              3 件  

      （ 3） 浜 田 市への貴重な提 言と し て受付け る も の  2 件  

5 所 管 課 の 名 称  ：  市民福祉部  く ら し と 環 境課  

6 意 見 募 集 の 結 果  ：  

 上記の案件に つ い て 、意見を募集 し た結果 、市民の み

なさん か ら 、次 の と お り貴重なご 意見を い ただき ま し た 。  

（趣旨を損なわ な い よ う 要約さ せて い ただき ま し た 。）  

い た だ い た ご 意 見 に 対 す る 浜 田 市 の 考 え 方 及 び 最 終

的 な意思決定の 内容に つ い て は 、 以 下 の と お り で す 。  

な お 、 今回 の計 画と 直 接関 わる 内容 で な い ご意 見等 に

つ い て は 、浜 田 市 への貴重なご提 言と し て受け取 らせて

い ただい て お り ま す 。  

7 結 果 公 表 の 閲 覧  ：  

（ 1）閲覧期 間  ：  平 成 22 年 3 月～   

                   （ 開庁日 の 8： 30～ 1 7： 1 5）  

（ 2）公表場所  ：①  窓口   本庁 舎   く ら し と 環 境課  

                         金城支所  市民福祉 課  

                       旭支所   市民福祉課  

                  弥栄支所   市民福祉課  

                 三 隅支所   福祉課  

②  浜 田 市ホーム ページ  
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浜 田 市 環 境 基 本 計 画 （ 案 ） に 関 す る 意 見 と 浜 田 市 の 考 え 方           

（提出順）  

 

NO 意見の趣旨  浜 田 市 の 考 え方  

1 物々交換の再生について 

人口減少が確定している地域

環境の再生を「物々交換」で乗

り切る発想の提言。高齢化・人

口減少を見据えた「浜田版の逆

転発想」 

〈内容の概要〉 

海と山の自然の幸を ｢商品価

値感｣でなく､互いの自給自足補

完とするルートを創り産品を大

切にする食料確保をめざす。 

定期的(週 1・2 週)に､｢物々交

換市 ｣を開催し生産者なら誰で

も自由に参加でき、価格を目指

さない物々交換市。 

（誰でも産品持ち込みが参加出

来るフリーマーケット的なイメ

ージ） 

 

※互いが ､生産者と消費者の二

面を持ち寄る事で ､売る産物か

ら ｢自給重点の生産 ･消費方法｣

が再発見できる可能性がある。 

ご提案のありました、「物々交

換」による地域環境の再生につ

きましては、生活の豊かさと環

境保全の両立を図る循環型社会

構築に向けた重要な取組みのひ

とつであると考えております。 

 

ご意見の趣旨を踏まえ、計画

書Ｐ79「市民の環境配慮」《エコ

ライフスタイルへの転換》の中

で、自給重点の生産・消費の方

法による、地球温暖化対策や循

環型社会構築に向けた「地産地

消」の取組みへの協力・連携に

ついての記述を追加いたしまし

た。 

 

 

   

2 浜田川の浄化について  

半世紀前はきれいな水で水泳

ができた。 

生活排水の浄化については、

合併処理浄化槽による汚水処理

も有効な手段であり、合併浄化

槽設置助成事業により、合併処

理浄化槽の普及を図っておりま

す。 
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ご意見の内容に つ き ま し て

は、計画書Ｐ24「水辺」【施策の

方向性】において、下水道整備

事業などの整備促進を掲げてお

ります。 

また、Ｐ49「水質汚濁」【施策

の方向性】において、河川の水

質浄化に向けた施策を展開する

こととしており、すでに計画に

反映しています。 

 

 

3 下水道の整備について 

下水道事業などによる水質浄

化対策の推進を望む。 

浜田市街地の下水道整備事業

については、多大な事業費が必

要となるため中期、長期的な市

の財政状況を勘案し、十分な検

討が必要です。 

下水道整備未着手地区につい

ては、早期に、新浜田市の下水

道整備事業の全体構想と基本方

針を定め検討いたします。 

 

ご意見の内容に つ き ま し て

は、計画書Ｐ24「水辺」【施策の

方向性】において、下水道整備

事業などの整備促進を掲げてお

ります。 

また、Ｐ49「水質汚濁」【施策

の方向性】において、公共下水

道事業など地域に応じた汚水処

理の手法による下水道整備の推

進などの施策を展開することと

しており、すでに計画に反映し

ています。 
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4 

この計画の目的となる、「景観

形成」「温暖化対策」「人づくり 

地域づくり」「循環型社会の構

築」の 4 点に関係してくるのは、

市の８割近くを占める森林の利

用と保護の計画であろうと考え

る。 

最近は、材価の低迷で林業は

衰退の一途をたどっているが、

「荒廃人工林や竹林の再生」と

「エネルギーやマテリアル利

用、医療、化学素材への利用」

をともに考えていくと、新しい

産業と環境保全の両立ができる

のではないかと思う。 

精神論だけでは森林保全は難

しいと思う。私たちが利用し、

利益を生み、癒しの場を与えて

くれると感じることができるよ

うになるとさらに 観光資源

（グリーンツーリズムなど）と

しての価値も上がるのではない

か。 

森は生命のゆりかごといわれ

ている。生物の多様性や水源の

涵養機能など、その他あげれば

私たち人間にとって必要な力が

たくさんある。 

ぜひもう少し突っ込んだ計画

を検討して頂きたい。 

森林保全については、重要で

あり、本計画に掲げる、多様な

自然環境と生態系を保全してい

くため、さまざまな環境保全活

動に取組む必要があると考えて

います。 

当市には、海・山両方の豊か

な資源があり、この豊かな自然

を観光資源として活用すること

は重要です。 

ご指摘のあった森林を観光資

源 と し て 活 用 す ること に つ い

て、浜田市ではツーリズム（自

然体験型観光）推進事業として、

現在、その推進母体となる浜田

市ツーリズム協議会に専任の職

員を採用するなど、組織育成を

図り、浜田市の豊富な自然を利

用したモデルルートの検討・作

成など、自然体験型観光の推進

に取組んでいるところです。 

森を守り育てることは、温暖

化しつつある地球環境の保全対

策として、また日本に存在する

最も豊富な地域資源の活用策な

どとして、私たちが生活する上

で欠くことのできない重要なこ

とであると考えます。 

市といたしましては、まず未

整備である森林の整備促進、竹

材を始めとした木質バイオマス

の推進など、森林の保全と森林

の活用という両面から取組んで

いきたいと思います。 
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また、地元材の活用を進めて

おられる、財団法人島根県西部

山村振興財団や協同組合ヴァー

テックス、そして森林整備の中

核を担われている石央森林組合

など関係機関との連携を図り、

地元木材の振興にも取組んでい

きます。 

 

ご意見の趣旨を踏まえ、計画

書Ｐ34「森林・農地・漁場」【施

策の方向性】に、「竹林等の森林

資源を活用した木質バイオマス

の推進」についての記述を追加

いたしました。 

 

5 下水道接続率 100％を目指し

た取組みを進めていただきた

い。 

 

各世帯の下水道接続工事につ

いては、市も接続率の向上を目

指し、供用開始後の早期接続を

お願いしております。普及啓発

活動も継続して行っています。 

 

ご意見の内容に つ き ま し て

は、計画書Ｐ51「水質汚濁」【施

策の方向性】において、下水道

処理施設への早期つなぎ込みを

促す啓発活動の実施を掲げてお

り、すでに計画に反映していま

す。 

 

 

 

 

 

上記のほか 、 2 件のご意見を い た だき ま し た が 、 今回募集

し た 浜 田 市 環 境 基 本 計 画 に 直 接 関 わ る 内 容 で は あ り ま せ ん

で し た の で 、浜 田 市への貴重なご 提言と し て受け 取らせて い

ただき ま し た 。  
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4 策 定 の 経 過  

 

 

〈 平 成 20 年 度 〉  

日   付  内   容  

3 月 12 日（木） 策定方針決定 

 

〈 平 成 21 年 度 〉  

日   付  内   容  

7 月 14 日（火） 庁内策定会議 

7 月 27 日（月） 環境審議会 幹事会 

8 月 10 日（月） 環境審議会(諮問)  

9 月  3 日（木） 市議会 福祉環境委員会 

9 月 24 日（木） 庁内策定会議 

10 月  7 日（水） 環境審議会 幹事会 

10 月 20 日（火） 環境審議会  

11 月 17 日（火） 市議会 福祉環境調査会 報告 

11 月 1 日（日） 

～30 日（月）   

パブリックコメント 

12 月 パブリックコメントに対する関係課協議 

1 月  5 日（火） 環境審議会 幹事会 

 1 月 18 日（月） 環境審議会 

2 月  8 日（月） 環境審議会 答申 
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5 浜 田 市 環 境 審 議 会  

 

〈 諮 問 書 〉  

 

 

                                   環   第   261  号  

平 成 21年 8月 10日  

 

浜 田 市 環 境 審 議 会 会 長   様  

 

浜 田 市 長   宇  津   徹  男  

（ く ら し と 環 境 課 ）  

 

 

浜 田 市 環 境 基 本 計 画 に つ い て （ 諮 問 ）  

 

 

浜 田 市 環 境 基 本 計 画 を 策 定 す る に あ た り 、 浜 田 市 生 活

環 境 の 保 全 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17年 条 例 第 163号 ） 第 19

条 第 3項 の 規 定 に 基 づ き 、貴 審 議 会 の 意 見 を 求 め た く 、別

紙 浜 田 市 環 境 基 本 計 画 （ 案 ） を 添 え て 諮 問 い た し ま す 。  
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〈 答 申 書 〉  

 

 

 

                                   平 成 22年 2月 8日  

 

浜 田 市 長   宇  津  徹  男   様  

 

浜 田 市 環 境 審 議 会  

会  長  岡 田  昭 二  

 

 

浜 田 市 環 境 基 本 計 画 に つ い て （ 答 申 ）  

 

 

平 成 21年 8月 10日 付 け 環 第 261号 に よ り 諮 問 の あ っ た 浜

田 市 環 境 基 本 計 画 に つ い て 、 環 境 審 議 会 を 開 催 し 慎 重 に

調 査 及 び 審 議 を 重 ね た 結 果 、 別 添 の と お り 「 浜 田 市 環 境

基 本 計 画 （ 案 ） 」 を 取 り ま と め ま し た の で 、 こ こ に 答 申

い た し ま す 。  

環 境 基 本 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、 別 添 計 画 （ 案 ） の

と お り 策 定 さ れ る と と も に 、本 計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、

確 実 な 実 行 に 努 め ら れ る よ う 要 望 い た し ま す 。  
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〈 委 員 名 簿 〉  

 

 

選出区分 氏 名 所  属 職  名 

沖田 旺治 社団法人 浜田市医師会  副会長 

川神 裕司 浜田薬剤師会  会長 

沖村 理史  ○ 島根県立大学  准教授 

北沢 博夫 島根県水産技術センター 所長 
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6 浜 田 市 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す る 条 例  

 

平 成 17 年 10 月 1 日  

条例第 1 6 3 号  

目 次  

第 1 章  総則 (第 1 条―第 6 条 ) 

第 2 章  生 活 環 境 の 保 全 (第 7 条 ―第 1 7 条 ) 

第 3 章  保 全施 策の啓発、推進 (第 1 8 条―第 2 1 条 ) 

第 4 章  雑則 (第 22 条―第 2 5 条 )  

附則  

 

第 1 章  総則  

(目 的 ) 

第 1 条  この 条 例は 、 市民が健 康で快適な 生 活 を営む た め 、

生 活 環 境 の 保 全 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め 、 市 、 市 民 及 び

事 業 者 が 協 力 し 、 一 体 と な っ て 現 在 及 び 将 来 に お け る 良 好

な 生 活 環 境 の確 保 に努め ること を 目 的 と す る 。  

(定義 ) 

第 2 条  この 条 例に お い て 、次 の 各号に掲げる 用 語の意義は 、

それぞれ 当該各 号に定め る とこ ろに よ る 。  

(1)  生 活 環 境  住 居 と し て の 環 境 及 び 当 該 住 居 を 中 心 と

し て 形 成され る 生 活 を営む 環 境 を い う 。  

(2 )  公共の 場所  不 特定多 数 の 者が 自由に利用 し 、又は 出

入り す ること が で き る公園、広 場 、道路、河 川 、海 浜その

他これ ら に類す る 場所を い う 。  

(3)  空 き 地  宅 地 化 さ れ た 土 地 又 は 住 宅 地 に 隣 接 す る 土

地 で 占 有者又は 管理者 (以 下「占 有者等」と い う 。)が使用

し て い な い も の を い う 。  

(4 )  空 き 缶 等  空 き 缶 、 空 き 瓶 そ の 他 の 容 器 (中 身 の 入 っ

た も の 並 び に栓 及 びふ た を 含む 。 )、 たば こ の 吸 い 殻、 チ

ューインガムの か み か す (紙に包 んだも の を含む 。)、紙く

ず、釣り糸 、ビニ ール袋その 他こ れ ら に類す る も の で 、投

棄され ること に よ り散乱の原因 と な る物を い う 。  
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(5 )  飼い犬等  犬、猫その 他 の 愛が ん動物を い う 。  

(市 の責務 ) 

第 3 条  市 は 、 良好な 生 活 環 境 を 保 全 す る た め の総合 的施策

を策定し 、これ を実施し なけれ ばな ら な い 。  

(市民の責務 ) 

第 4 条  市民は 、 生 活 環 境 の 保 全 に関す る意識 を 高 め 、 自 ら

の 生 活 行 動 を 地 域 の 環 境 に 配 慮 し た も の と す る よ う 努 め る

と と も に 、 市 が 実施す る施策に 協力し なければ な ら な い 。  

(事業者の責務 ) 

第 5 条  事業者 は 、その事業 活 動を 地 域 の 環 境 と調和 し た も

の と す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る と と も に 、

市 が実施す る施 策に協力し なけ ればな ら な い 。  

(滞在者等 の責務 ) 

第 6 条  滞在者 及 び通過者は 、 自 ら 地 域 の 環 境 保 全 に努め る

と と も に 、 市 が 実施す る施策に 協力し なければ な ら な い 。  

第 2 章  生 活 環 境 の 保 全  

(公 共の 場所の清 潔保持 ) 

第 7 条  市民及 び事業者は 、 地 域 、職域 等 の 活 動を通じ 、公

共 の 場 所 の 清 掃 に 協 力 す る と と も に 、 自 主 的 に 地 域 の 清 潔

な 環 境 保持に努 め なければな ら な い 。  

(空き 地 の維持管 理 ) 

第 8 条  空き 地 の 占 有者等 は 、 環 境 の 保 全 と害 虫発生防止の

た め 、 空 き 地 の 除 草 及 び 清 掃 を 行 い 、 清 潔 な 維 持 管 理 に 努

め なければな ら な い 。  

(水 源 の 保 全 ) 

第 9 条  何人 も 、 水 源 及 びその 周辺の 水質の 保 全 に つ い て 、

特 に配慮し なけ ればな ら な い 。  

(排出 水 の処理 ) 

第 1 0 条  家庭 か ら の 排出 水 及 び事 業 活動 に 伴 う排 出 水 を 排

出 し よ う と す る 者 は 、 汚 水 を 直 接 河 川 等 へ 放 流 す る こ と な

く 、 汚 水 ま す 等 の 設 置 そ の 他 適 切 な 措 置 を 講 ず る こ と に よ

り 、公共用 水 域 の 水質浄化 に努 め なければな ら な い 。  

(空き缶等 の散乱 防止 ) 

第 1 1 条  何人 も 、空き缶等 は 、自 ら の責任に お い て適正に処
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理し 、 みだり に 散乱させて は な ら な い 。  

(回収容器の設置 等 ) 

第 1 2 条  自動販 売機 に よ り飲食 物を販売す る者 は 、当該自動

販 売 機 を 設 置 し て い る 場 所 に お い て 空 き 容 器 を 回 収 す る 容

器 を 設 置 す る と と も に 、 そ の 機 能 が 十 分 発 揮 さ れ る よ う 適

正に管理し なけ ればな ら な い 。  

(不法投棄の禁止 ) 

第 1 3 条  何人 も 、公共の 場所及 び 他 人 が 占 有 し 、又 は管理す

る 場所に みだり に廃棄物を投棄 し て は な ら な い 。  

(廃 棄 物の燃焼制 限 ) 

第 1 4 条  何人 も 、燃焼に伴っ て 著 し いばい煙、有 毒 ガス又は

悪 臭 を 発 生 す る お そ れ の あ る ゴ ム 、 皮 革 、 プ ラ ス チ ッ ク そ

の 他 の物質を み だり に燃焼させ て は な ら な い 。  

(公害防止 ) 

第 15 条  事業者 は 、 大 気汚染、 水質汚濁、 土壌 汚染、騒音、

振動、地盤沈下又 は悪臭等 に よ っ て公害が発生 し な い よ う 、

施 設 の 整 備 等 の 適 正 な 公 害 防 止 対 策 に 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

(飼い犬等 の管理 ) 

第 1 6 条  飼い犬 等 を飼養 す る者 は 、当該動物 が近 隣 住民に危

害 を 与 え 、 又 は 迷 惑 を 及 ぼ さ な い よ う 適 正 に 管 理 し な け れ

ばな ら な い 。  

(家畜等飼養施設 の維持管理 ) 

第 1 7 条  家畜等 飼養施設の所有 者又は使用者は 、汚物、汚水

の 処 理 施 設 を 設 け 、 こ れ を 適 正 に 管 理 し 、 汚 物 、 汚 水 の 流

出 、 悪 臭 の 発 散 及 び 害 虫 の 発 生 の 防 止 に 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

第 3 章  保 全施 策の啓発、推進  

(啓発 ) 

第 1 8 条  市 長 は 、市民及 び事業 者 に 対 し 、生 活 環 境 の 保 全 に

関 す る 意 識 の 高 揚 及 び 知 識 の 普 及 等 の 啓 発 に 努 め な け れ ば

な ら な い 。  

(環 境基本計画 ) 

第 1 9 条  市 長 は 、総合 的 な施策 を 達成 す る た め 、生 活 環 境 の
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保 全 に 関 す る 基 本 計 画 (以 下 「 環 境 基 本 計 画 」 と い う 。 )を

定め なければな ら な い 。  

2 市 長 は 、お お むね 5 年ごと に 環 境基本計画に 再検討を 加 え 、

必要 が あ る と認 め る と き は 、こ れ を変更す る も の と す る 。  

3 市 長 は 、環 境 基本計画を定め 、又はこれ を変更 し よ う と す

る と き は 、 あ ら か じ め 、 浜 田 市 環 境 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な

ければな ら な い 。  

4 市 長 は 、環 境 基本計画を定め 、又はこれ を変更 し た と き は 、

遅滞な く 、これ を公表し なけれ ばな ら な い 。  

5 市 長 は 、生 活 環 境 等 に関す る 年 次報告書を作 成 し 、これ を

公表し なければ な ら な い 。  

(生 活 環 境 保 全推 進員 ) 

第 2 0 条  市 長 は 、地 域 に おけ る 生 活 環 境 の 保 全 を 推進 す る た

め 、 生 活 環 境 保 全推進員を委嘱 す ること が で き る 。  

(生 活 環 境 保 全協 定の締結 ) 

第 2 1 条  市 長 は 、生 活 環 境 の 保 全 に関し 、必要 と 認 め る と き

は 、 事 業 者 に 対 し て 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す る 協 定 を 締 結 す

る よ う求め るこ と が で き る 。  

2 事業者は 、市 長 か ら前項に規 定す る 生 活 環 境 の 保 全 に関す

る 協 定 の 締 結 を 求 め ら れ た と き は 、 こ れ に 応 ず る よ う 努 め

なければな ら な い 。  

第 4 章  雑則  

(紛争の処理 ) 

第 2 2 条  事業者 は 、その事業 活動 に よ る公害等 に 係る紛争が

生 じ た と き は 、 誠 意 を も っ て そ の 解 決 に 当 た ら な け れ ば な

ら な い 。  

(指 導等 ) 

第 2 3 条  市 長 は 、生 活 環 境 の 保 全 に関し 、必要 が あ る と認め

る と き は 、 関 係 者 に 対 し 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 指 導 又 は

助言す ること が で き る 。  

2 市 長 は 、特 に 必要 が あ る と認 め る と き は 、前 項 の規定に よ

る 指 導 に 従 わ な い 者 に 対 し 、 当 該 指 導 に 従 う よ う 勧 告 す る

こと が で き る 。  

3 市 長 は 、前項 の規定に よ り勧 告を受けた者が 当該勧告に従
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わ な い と き は 、 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え た 上 で 、 そ の 旨 を

公表す ること が で き る 。  

(立入調査 ) 

第 2 4 条  市 長 は 、生 活 環 境 の 保 全 に関し 、次 の各 号 の いずれ

か に 該 当 す る と 認 め る と き は 、 職 員 を 必 要 な 場 所 に 立 ち 入

らせ、調査をさ せること が で き る 。  

(1)  人 の 生 命 又 は 身 体 の 安 全 に 危 害 を 及 ぼ す お そ れ が あ

る と き 。  

(2 )  災害を誘発 す る おそれ が あ る と き 。  

(3 )  周囲の美観 、清潔及 び衛生 を著し く害す る と き 。  

2 前項の規定に よ り 立入調査を す る職員は 、その 身分 を示す

証明書を携帯 し 、関係者に提示 し なければな ら な い 。  

3 関係者は 、正 当 な理由が な い 限り 立入調査を 拒み 、又は妨

げて は な ら な い 。  

4 第 1 項の規定 に よ る 立入調査 の権限は 、犯 罪調 査の た め に

認め ら れ た も の と解釈し て は な ら な い 。  

(委任 ) 

第 2 5 条  この 条 例の施行に関し 必要 な事項は 、規 則で定め る 。 

附  則  

(施行期 日 ) 

1  この 条例は 、 平 成 17 年 10 月 1 日 か ら施行す る 。  

(経 過措置 ) 

2  この 条例の施 行の 日 の前日 ま で に 、合併前 の 浜 田 市 生 活 環

境 の 保 全 に関す る 条例 (平 成 11 年 浜 田 市 条例第 1 4 号 )の規

定 に よ り な さ れ た 処 分 、 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の

相当規定に よ り なされ た も の と み な す 。  
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７  用 語 の 解 説  

 

「 あ 」  

アダプトプログ ラム  

市民と行政が協 働で 進 め る「ま ち美化プログラ ム」。  

広 場 や 公 園 な ど 、 公 共 の 場 所 を ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が 愛 情

を も っ て 、清掃 美化 活動に よ り 、 き れ い に す る 取組み 。   

市 は 活動に必要 な支援を行う 。  

 

エコライフチャ レンジしまね  

   家 庭で 使 用 し た 電気 ・ ガス な ど の使 用 量や 金額 をエ コチ

ェッ ク シー ト に 記入 し て （ 財 ） し ま ね 自 然 と 環 境財 団 に送

る と 、 他 の 家 庭 と の 比 較 や 、 月 ごと の 二 酸 化 炭 素排 出 量ラ

ンキングな ど が 分 か る診断書が 返送され て く る 取組み 。   

診断 コ メン ト や グラ フ な ど を 見 て 、 ど こに 無 駄 が あ る の

か が 一 目 で 分 か る仕 組 み に な っ て お り 、誰 で も 簡単 に 取り

組め る よ う に な っ て い る 。 イン ター ネ ット か ら も利 用 で き

る 。  

 

黄長石霞石玄武 岩（おうちょう せきかすみいし げんぶがん）  

   市 内 熱田 町 ・長 浜 町・ 内田 町 の 標高 120ｍ の 丘 陵 地 一帯

に 分 布 し 、その うち三所の露頭 が指定され て い る 。  

火山岩の一種で 、黒色な い し暗灰 色の細粒ち密な 玄武岩。 

多 く の 小さ な 沸 石（ ふ っせ き ） の晶 洞 （ し ょ う ど う ） が

あ り 、 この 晶洞 に は し ばし ば岩 漿水 （ が ん しょ う す い ） が

認め ら れ て い る 。  

日 本 で 最初 に 、 霞石 と 黄長 石 が 発見 さ れ た の は 、こ の 長

浜 丘 陵 。霞 石は 中 国 山 地 の 玄武 岩中 に わず か に 認め ら れ て

い ま す が 、 霞石 を含 み 長石 を欠 く玄 武 岩（ 霞石 ） は 日 本 で

この 丘 陵 の み 。  

ま た 、 この 玄 武 岩の 一 部 に は 黄 長石 も 含ま れ て お り 、黄

長石 は 日 本 で唯 一こ の 地 で 産出 す る 。 玄武 岩中 に霞 石 と黄

長石が認め ら れ る の は 、世界的 に も めずら し い 現 象で あ り 、
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地質 鉱 物学 上貴 重な 存 在 。 この 岩石 は 、第 三紀 に噴 出 し た

も の で 、今か ら お よそ 6 0 0 万年前の も の とされ て い る 。  

 

オゾン層破壊物 質  

オゾン層 の破壊 に つ な が る原因 物質を指す 。  

特 定 フ ロ ン （ オ ゾ ン 層 保 護 の た め 国 際 条 約 に よ り 規 制 の

対象と な っ て い るフロンのこと 。） 及 びその 他 の C FC（フロ

ン 1 3 な ど ）、ト リクロロエタン 、四塩化 炭 素 な ど の 有 機塩

素 化 合 物 や 、 特 定 ハ ロ ン （ ハ ロ ン の う ち 特 に オ ゾ ン 層 に 与

え る破壊効果 が 高 い も の 。） な ど の 有 機臭素 化 合 物。  

 

オゾンホール  

オ ゾ ン 層 の 破 壊 が 進 み 、 毎 年 春 先 に 南 極 上 空 で 濃 度 が 急

速 に 減 り 、 周 辺 に 比 べ て 穴 が あ い た よ う に 低 濃 度 部 位 が 観

測され ること か ら名づけら れ た 現象。  

洗 浄 、 冷 却 な ど の 産 業 活 動 に よ っ て 地 上 か ら 排 出 さ れ る

フロン等 がオゾ ン層 を破壊す る 原因物質と な る 。  

 

「 か 」  

外因性内分泌か く乱化学物質  

環 境 中 に あ る 化 学 物 質 で 、 生 物 の 体 内 に 入 っ た 時 あ た か

も ホ ル モ ン （ 体 内 の 特 定 の 組 織 ま た は 器 官 で 生 産 さ れ 、 直

接 体 液 中 に 分 泌 さ れ て 運 ば れ 、 特 定 の 組 織 や 器 官 の 活 動 を

きわめ て微量で 調節す る 生理的 物質の総称。）の よ う に振る

舞い 、 生 体内の ホルモンのバラ ンス を くずす も の 。  

また、略称として「環境ホルモン」がよく使用されている。  

 

合併処理浄化槽  

し 尿 （ ト イ レ 汚 水 ） と 雑 排 水 （ 台 所 や 風 呂 、 洗 濯 な ど か

ら の排水 ）を 併せ て 、微生物の 働き な ど を利用 し て 浄化 し 、

き れ い な 水 に処 理し て放流 す る 設備 。  

 

かんがい（灌漑 ）用水  

  農 地 （ 田畑など）を潤すために川や湖から引いた水。  
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環境パトロール  

山 間 部 や 道 路 ・ 河 川 へ の 不 法 投 棄 ・ ポ イ 捨 て の 防 止 と 、

市 民 の 安 全 ・ 安 心 と 快 適 な 生 活 環 境 を 守 る た め に 、 巡 回 パ

ト ロ ー ル を 行 う と と も に 、 不 法 投 棄 や ポ イ 捨 て ご み の 回

収・処理を行う 。  

 

狭あい道路拡幅 整備事業  

当 市 に お い て 、狭い 市道（幅員 1 . 8 m 以上 4 m 未満）の拡

幅整 備 を 、 市 民 の理 解 と協 力 の も と に 促進 し 、 良好 な 住 環

境 の確保 と安全 で快適な まちづ く り を推進 す る も の 。  

建 築 物 等 の 建 替 え 時 な ど に あ わ せ て 、 道 路 後 退 用 地 を 無

償提供し て い た だける 場 合 に 、 経費の一部 を助 成 す る 。  

 

クロロフルオロ カーボン  

フロンの一種で 、 炭 素 、フッ素 及 び塩素 か ら な る物質。  

冷 媒 や 溶 剤 と し て 使 用 さ れ て き た が 、 オ ゾ ン 層 破 壊 の 原

因物 質 で あ る こ と が 明 ら か と な り 、 現 在 は 、 条 約や 法 律に

よ り制限が かけ ら れ て い る 。  

 

光化学オキシダ ント  

自 動 車 や 工 場 ・ 事 業 場 な ど か ら 排 出 さ れ る 大 気 中 の 窒 素

酸 化 物 や 炭 化 水 素 が 太 陽光 （ 紫 外線 ） を受 け て 、光 化 学反

応に よ り 生 成さ れ る 。  

    濃 度 が 高 く な る と 、 目 や 喉 の痛 み の 他 、 頭 痛や 手 足 の し

び れ の症状が表 れ る 。  

 

「 さ 」  

しまねエコショ ップ制度  

「ごみ の 減量・リ サイクル」に 積極 的 に取組ん で お ら れ 、

島 根 県知事が認 定し た お店。  

（取組み内容）  

・  包装簡易化・ 容器再生利用  

・  資源ごみ店頭 回収  
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・  再生商品の販 売等  

・  店頭か ら 出 る ごみ の 減量化・ 再資源 化  

・  リユース (再使用 ) 

 

しまね C O 2 ダイエット作戦  

島 根 県 に お い て 、 地 球 温 暖 化 防 止 と 循 環 型 社 会 づ く り に

協力で き る店舗 を協賛店と し て 取組み を実施。  

Ｃ Ｏ ２ の 排 出 削 減 に つ な が る 行 動 を し た 方 に 対 し て 、 協

賛店が各種サー ビス を提供す る も の 。  

例 え ば 、 お 客 様 が 、 省 エ ネ タ イ プ の 製 品 に 買 替 え た り 、

マ イ バ ッ グ の 使 用 や 過 剰 包 装 を 断 る こ と で 、 協 賛 店 側 は 、

ポ イ ン ト の 特 別 加 算 、 割 引 や 景 品 プ レ ゼ ン ト な ど の サ ー ビ

ス を提供す る 。  

 

循環型社会形成 推進地域計画  

廃棄物の 3Ｒ（ リ デュース 、リユー ス 、リサイクル ）を総

合 的 に 推進 す る た め 、 市 町 村 の 自 主 性 と創 意 工 夫を 活 か し

な が ら 広 域 的 か つ総 合 的 に 廃 棄 物処 理 ・リ サ イ クル 施 設の

整 備 を 推進 す る こと に よ り 、 循 環 型 社 会 の 形 成 を図 る こと

を 目 的 と し た計 画。（ 浜 田 地 域計 画は 、 平 成 18 年 度策定）  

 

省エネ機器のモ ニター制度  

浜 田 市 が 、「 省 エ ネ ナ ビ 」（ 家 庭 内 に お け る 電 気 使 用 量 を

記 録 ・ 表 示 す る 測 定 器 ） を 市 民 に 無 償 で 貸 し 出 し 、 家 庭 に

お け る 省 エ ネ 意 識 の 高 揚 と 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減 に つ な

が る 具 体 的 な 実 践 活 動 の 促 進 を 目 的 と し て 実 施 す る モ ニ タ

ー制度 。  

 

新エネルギー  

太陽光発電、風力 発電な ど の再生 可能 な 自 然エネ ルギー、

廃棄 物 発電 な ど の リ サ イク ル 型 エネ ル ギー の ほ か 、 コ ジェ

ネレ ー ショ ン 、 燃料 電 池、 メ タ ノー ル ・石 炭 液 化 等 で 、石

油代替エネルギ ーの導入を図る た め に 特 に必要 も の 。  
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親水性  

   人 々 が 水 に 親し み楽し むこ と 。 水 に溶けや す いこと  

 

生物多様性  

様々 な 生態 系 が 存在 す るこ と 並 び に 生 物の 種 間 及 び 種 内

に様々 な差異が 存在 す ること を い う 。  

 

 

「 た 」  

単独処理浄化槽  

し尿の み を処理 す る設備 。  

合 併 処 理 浄 化 槽 と 異 な り 台 所 ・ 風 呂 な ど か ら の 生 活 雑 排

水 は 未 処 理 の ま ま 放 流 す る た め 、 汚 れ は 河 川 等 を 通 じ て 海

に 流 れ 出 て 水質 汚濁の原因 と な っ て い る 。  

浄化槽法の改正 に よ り 、2001 年 4 月 か ら新設の も の は造

ら れ な く な っ た 。  

 

地域省エネルギ ービジョン  

省 エ ネ ル ギ ー 対 策 は 、 地 域 の 気 候 風 土 や 生 活 環 境 と 密 接

に 関 係 し て お り 、 地 域 で 行 う こ と が 重 要 で あ り 、 市 民 ・ 事

業 者 ・ 行 政 が 協 働 し て 進 め て 行 く 必 要 が あ る こ と か ら 、 地

域 に お け る 環 境 教 育 の 推 進 や 省 エ ネ ル ギ ー 行 動 の 普 及 な ど

を推進 す ること を 目 的 に策定す る も の 。  

（ 浜 田 市 は 、 平 成 19 年 2 月策定 ）  

 

地域新エネルギ ービジョン  

エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給 と 地 球 温 暖 化 防 止 の た め に 、 市 民

と行 政 、産 業 分 野が 一 体 と な っ て 、 地 域 活 性 化 や産 業 の振

興な ど を 目 的 に 、新 エ ネル ギ ー の導 入 を推 進 す る た め に策

定す る も の 。（ 浜 田 市 は 、 平 成 20 年 3 月策定）  

 

ツーリズム  

こ の 計 画 に 掲 げ る ツ ー リ ズ ム と は 、 環 境 や 社 会 的 な も の

ま で 含 め て の 生 態系 の 維持 と 保 護を 意 識し 、 地 域社 会 の発

※  
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展への貢献を 考 慮し たツーリズ ム（ 観光、旅行 ） のこと 。  

 

低公害車  

大 気 汚 染 物 質 の 排 出 が 少 な く 、 環 境 へ の 負 荷 が 少 な い 自

動車。電気 自動 車 、メタノール自 動 車、圧縮天 然ガ ス  ( CN G) 

自動 車 、圧 縮 空 気車 及 びハ イ ブ リッ ド 自動 車  (H V) な ど を

指す 。  

低 公 害 車 の 認 定 を 受 け た 自 動 車 は 、 税 制 面 で 優 遇 さ れ る

等 の 特典を 有 す る 。通称はエコ カー。  

 

低炭素社会  

国 民 一 人 ひ と り が 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 を 削 減 す る た め

に 、 自 分 の 生 活 、 さ ら に は 社 会 の 仕 組 み を 今 一 度 見 直 し 、

何 を ど の よ う に 変 え る べ き か 、 何 が 変 え ら れ る の か を 考 え

直 し 、 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 減 ら す こ と で 、 気 候 が 安 定 し 、

その も と で築か れ る 、持続可能 で 豊 か な社会 の こと 。  

 

都市計画マスタ ープラン  

都 市 計 画 法 に 定 め ら れ る 「 市 町 村 の 都 市 計 画 に 関 す る 基

本 的 な 方 針 」 で あ り 、 市 が 実 施 す る さ ま ざ ま な 都 市 計 画 の

指針に な る も の ｡   

ま ち づ く り の 将 来 像 と そ の 実 現 へ の 方 向 性 を 示 す 計 画 で

あ り 、土 地 利用 の 方針、都市 施設の 整 備方針を明ら か に し 、

個別の都市計画 に おける 根拠と し て 位 置づける も の 。  

 

 

「 な 」  

農業振興地域整 備計画  

農 業 の 振 興 を 図 る べ き 区 域 を 明 ら か に し 、 そ の 土 地 の 農

業 上 の 有 効 利 用 と 農 業 の 近 代 化 の た め の 施 策 を 総 合 的 か つ

計 画 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 に 、 市 町 村 が 定 め る 総 合 的 な

農 業振興計画 。（ 浜 田 市 は 、 平 成 19 年 10 月策定）  
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「 は 」  

はまだエコライ フ推進隊  

正式名称は 、 浜 田 市 地球温 暖 化 対策地 域協議会 。  

浜 田 市 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 計 画 に 基 づ き 、 地 域 の 実 情 に

応じ た 温室 効 果 ガス の 排出 抑 制 の取 組 み を 総 合 的 か つ 計画

的 に 推 進 す る と と も に 、ご み 減 量化 対 策な ど 循 環 型 社 会 形

成 に 向 けた 取 組 み を 進 め る こ と に よ り 、未 来 を 担う 子 ど も

たちに よ り 良 い 環 境 を残すこと を 目 的 に設立 し た団体 。  

（ 平 成 21 年 2 月 設立 ）  

 

浜田市総合振興 計画  

長 期 的 な 視 点 か ら 市 の 将 来 像 （ 地 域 の 宝 で あ る 自 然 や 伝

統 文 化 を 大 切 に し 、 誰 も が 輝 い て 暮 ら せ る ま ち を 目 指 し た

｢青い 海・緑の 大 地  人 が輝き文 化 の か お る まち ｣）を定め 、

そ の 実 現 に 向 け て 計 画 的 な 行 政 運 営 を 行 う た め 、 ま ち づ く

り の方向性を総 合 的・体系的 に ま と め た計画。  

（ 平 成 19 年 3 月 策定）  

 

浮遊粒子状物質  

大 気 中 に 浮 遊 し て い る 粒 子 状 物 質 で 、 代 表 的 な 「 大 気 汚

染物質」のひと つ 。  

環 境 基 本 法 に 基 づ い て 定 め ら れ る 環 境 基 準 で は 、 粒 径

10μ m 以 下 の も の と定義し て い る 。  

発 生 源 は 工 場 の ば い 煙 、 自 動 車 排 出 ガ ス な ど の 人 の 活 動

に伴 う も の の ほ か 、 自 然 界由 来 （火 山 、 森 林 火 災な ど ） の

も の が あ る 。  

 

 

「 ま 」  

緑の経済と社会の変革（日本版グリーン・ニューディール政策）  

環 境 分 野 へ の 重 点 投 資 に よ り 経 済 再 生 を 図 ろ う と す る 考

え方。 ま たこれ に基づく政策。  

厳 し い 経 済 ・ 雇 用 情 勢 と 直 面 す る 地 球 規 模 の 環 境 問 題 を

踏 ま え 、 必 要 と さ れ る 環 境 対 策 を 実 行 す る こ と に よ り 、 直
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面 す る 環 境 問 題 に 対 処 す る と と も に 、 現 下 の 経 済 危 機 を 克

服し 、我が 国 の 将来の 経 済社会 を強化 し よ う と す る も の 。  

 

「 ら 」  

ライトダウンキ ャンペーン  

20 0 3 年 よ り 地球 温 暖 化防止の た めライトアップ 施設の消

灯を呼び掛ける キャンペーン。  

毎 年 夏 至 の 日 を 中 心 と し て 行 い 、 ラ イ ト ア ッ プ に 馴 れ た

日 常 生 活 の 中 、 電 気 を 消 す こ と で い か に 照 明 を 使 用 し て い

る か を 実 感 し 、 地 球 温 暖 化 問 題 に つ い て 考 え て い た だ く こ

と を 目 的 と し た キャンペーンイ ベント。  

 

レッドデータブ ック  

絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 の 情 報 を と り ま と め た 本 の

こと で 、 国際自 然 保護連合 （ I U C N） と い う団体 が 、 1966 年

に初め て発行し た 。  

そ こ に は 、 世 界 的 な 規 模 で 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生物

と 、その 生息状 況が解説され て い る 。   
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